
力
、
鈎
歯
に
対
す
る
把
握
力
を
増
加
さ
せ
る
た
め
に
は
、
太
く
強
固

な
ア
ー
ム
が
要
求
さ
れ
る
事
に
な
る
。
し
か
し
こ
れ
は
反
面
鈎
歯
の

植
立
、
存
続
そ
の
も
の
を
脅
か
す
こ
と
が
あ
る
と
言
う
マ
イ
ナ
ス
面

を
持
っ
て
い
る
こ
と
も
指
摘
さ
れ
て
来
た
。
太
く
頑
丈
な
ク
ラ
ス
プ

は
歯
牙
周
囲
の
自
浄
作
用
を
阻
害
し
、
清
掃
の
妨
げ
に
な
る
こ
と
も

否
定
出
来
な
い
。
出
来
る
だ
け
細
い
ア
ー
ム
で
鈎
歯
を
衛
生
的
に
保

ち
な
が
ら
、
必
要
な
強
度
を
確
保
す
る
た
め
の
手
段
と
し
て
先
人
達

は
、
ル
ー
プ
ク
ラ
ス
プ
を
考
案
し
実
用
化
し
た
。
ル
ー
プ
形
態
を
取

る
事
に
よ
り
細
い
ワ
イ
ヤ
ー
を
使
用
し
な
が
ら
、
ク
ラ
ス
プ
と
し
て

の
強
度
を
伸
ば
し
、
更
に
衛
生
的
な
一
面
を
満
足
さ
せ
る
為
に
種
々

の
形
態
の
ク
ラ
ス
プ
が
発
表
さ
れ
、
用
い
ら
れ
て
来
た
。
オ
ー
プ
ン

ル
ー
プ
ク
ラ
ス
プ
と
し
て
デ
↓
一
ラ
フ
ォ
ン
、
ジ
ャ
ク
ソ
ン
、
ロ
ー

チ
、
ゲ
ー
、
ヘ
ル
ら
の
ク
ラ
ス
プ
が
挙
げ
ら
れ
る
。
ま
た
ダ
ブ
ル
ル
ー

プ
ク
ラ
ス
プ
と
し
て
は
ゴ
ス
リ
ー
、
エ
ー
ス
ィ
ヅ
ヒ
、
オ
ト
レ
ン
ギ

ー
、
ロ
ー
チ
等
の
も
の
が
挙
げ
ら
れ
る
。
今
回
は
こ
れ
ら
に
就
い
て

述
べ
て
ゑ
た
い
。

（
東
京
医
科
歯
科
大
学
歯
科
補
綴
学
教
室
）

東
京
勧
業
博
覧
会
は
、
明
治
四
十
年
三
月
二
十
日
か
ら
同
年
七
月

三
十
一
日
ま
で
、
東
京
上
野
で
、
東
京
府
主
催
で
開
催
さ
れ
、
多
く

の
歯
科
用
品
が
出
品
さ
れ
た
。
我
為
は
こ
れ
ら
出
品
物
の
う
ち
、
第

一
報
と
し
て
歯
科
器
材
に
つ
い
て
報
告
し
た
が
、
今
回
第
二
報
と
し

て
歯
磨
お
よ
び
歯
ブ
ラ
シ
の
出
品
物
に
つ
い
て
報
告
す
る
。

本
研
究
に
は
「
東
京
勧
業
博
覧
会
実
記
（
高
木
栄
吉
・
清
宮
秀
之
助

編
）
」
、
「
東
京
勧
業
博
覧
会
受
賞
人
名
録
（
東
京
府
編
）
」
お
よ
び
「
東

京
勧
業
博
覧
会
審
査
報
告
（
東
京
府
編
）
」
を
主
な
資
料
と
し
て
用

い
、
歯
磨
は
そ
れ
ら
の
第
八
部
第
七
十
七
類
、
歯
ブ
ラ
シ
は
第
十
一

部
第
百
六
類
を
中
心
に
調
査
を
行
っ
た
と
こ
ろ
、
次
の
よ
う
な
こ
と

が
明
ら
か
に
な
っ
た
。

22

東
京
勧
業
博
覧
会
の
歯
科
出
品
物

（
第
二
報
）

歯
磨
お
よ
び
歯
ブ
ラ
シ
に
つ
い
て
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目
歯
磨
の
出
品
者
は
十
九
名
で
、
東
京
府
主
催
の
た
め
諺
東
京
の

出
品
者
が
十
八
名
と
多
く
、
残
り
の
一
名
が
大
阪
の
出
品
者
で
あ

っ
た
。

ロ
第
五
回
内
国
勧
業
博
覧
会
（
明
治
三
十
六
年
、
大
阪
で
開
催
）
に
続

い
て
今
回
も
歯
磨
を
出
品
し
た
も
の
は
、
斉
藤
吉
次
郎
、
福
原
有

信
、
長
瀬
富
郎
、
平
尾
賛
平
、
大
野
金
五
郎
、
前
神
醇
一
、
小
林

富
次
郎
お
よ
び
安
藤
福
太
郎
で
あ
っ
た
。

白
第
一
回
（
明
治
十
年
、
東
京
で
開
催
）
か
ら
第
五
回
ま
で
の
各
内
国

勧
業
博
覧
会
に
連
続
し
て
歯
磨
を
出
品
し
、
毎
回
受
賞
し
て
い
た

波
多
海
蔵
は
今
回
出
品
し
た
記
録
が
な
い
。

四
歯
ブ
ラ
シ
の
出
品
者
は
東
京
お
よ
び
大
阪
か
ら
各
一
名
、
合
計

田
歯
磨
で
の
受
賞
者
は
十
五
名
で
あ
っ
た
。
一
等
賞
は
小
林
富
次

郎
、
平
尾
賛
平
お
よ
び
安
藤
福
太
郎
の
三
名
、
二
等
賞
は
な
く
、

三
等
賞
は
長
瀬
富
郎
、
山
根
光
次
、
武
井
龍
三
、
丸
善
株
式
会

社
、
日
本
歯
科
製
剤
合
資
会
社
、
福
原
有
信
お
よ
び
斉
藤
吉
次
郎

の
七
名
、
褒
状
は
吉
岡
喜
十
郎
、
井
岡
徳
太
郎
、
古
屋
茂
三
郎
お

よ
び
大
野
金
五
郎
の
四
名
、
記
念
三
等
賞
は
前
神
醇
一
の
一
名
が

そ
れ
ぞ
れ
受
賞
し
た
。

二
名
で
あ
っ
た
。

㈲
第
五
回
内
国
勧
業
博
覧
会
に
続
い
て
今
回
も
歯
磨
で
受
賞
し
た

も
の
は
、
小
林
富
次
郎
、
平
尾
賛
平
、
安
藤
福
太
郎
、
長
瀬
富

郎
、
福
原
有
信
、
斉
藤
吉
次
郎
、
大
野
金
五
郎
お
よ
び
前
神
醇
一

の
八
々
何
で
↑
め
っ
た
。

㈲
歯
、
ブ
ラ
シ
で
の
受
賞
者
は
一
名
で
、
大
阪
の
小
林
朝
之
助
が
記

念
三
等
賞
を
受
賞
し
た
。

㈹
出
品
さ
れ
た
歯
磨
は
そ
の
三
分
の
二
が
粉
歯
磨
、
三
分
の
一
が

練
歯
磨
で
、
数
点
の
水
歯
磨
か
あ
っ
た
。

㈹
粉
歯
磨
の
多
く
は
炭
酸
カ
ル
シ
ウ
ム
を
主
成
分
と
す
る
も
の
で
、

そ
の
品
質
は
良
好
で
あ
っ
た
。（
日
本
大
学
歯
学
部
歯
科
理
工
学
教
室
）
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